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能なものは2015年以降含まないこととした。

２．増加傾向を維持する生乳生産額
　2018年における畜産部門の総産出額は、肉用牛と乳用
牛（生乳）での増加、豚と鶏（鶏卵）での減少により、
前年に比べ393億円減少し、3兆2,129億円である（表１
参照）。
　肉用牛については、近年、「但馬牛」や「神戸ビーフ」
等が地理的表示（ＧＩ）保護制度に登録されるなど、和
牛のブランド化が進展する中で、和牛改良の進展や飼養
管理技術の向上等により高品質な牛肉の割合が増加して
きたことから、2012年以降、肉用牛の産出額は増加傾向
で推移している。18年は、前年に比べ307億円増加し、
7,619億円（前年対比4.2％増）となっている。

　生乳については、近年、健康機能が広く消費者に理解
された牛乳、はっ酵乳及びチーズの消費量が増加してい
ること等から総合乳価は毎年上昇しており、2014年以降、
生乳の産出額は増加傾向で推移している。
　2018年は、前年に比べ72億円増加し、7,474億円（前
年対比1.0％増）となっている。この要因としては、畜
産クラスター等の事業や性判別精液を活用した効率的な
後継牛生産の推進により北海道で搾乳牛が増加し、前年
並みの生乳生産量が確保されたことに加え、引き続き、
牛乳・乳製品の消費が堅調に推移する等、総合乳価が上
昇したことが寄与したものと考えられる。
　都道府県別にみると、生乳産出額の１位は北海道の
3,826億円で全国の51.2％を占めている。次いで栃木県の
350億円（構成比4.7％）、熊本県の265億円（同3.5％）、
千葉県の234億円（同3.1％）、岩手県の231億円（同3.1％）
となっている。また、47都道府県における上位５品目を
みると、生乳がランクインしているのは22道府県に及ん
でいる。

②

わが国の生乳生産額は５年連
続で増加2

　農林水産省が１月15日に公表した「2018年農業総産出額及び生産農業所得（生産農業所得統計）」によ
ると、全国の生乳産出額は前年対比1.0％増の7,474億円で、2014年以降、５年連続の増加傾向を維持し
ている。前年並みの生乳生産量が確保されたことに加え、総合乳価が上昇したことが寄与している。

１．高い水準を維持する農業総産出額
　農業総産出額は、近年、米、野菜、肉用牛等における
需要に応じた生産の進展等を主たる要因として増加傾向
で推移しており、2015年以降は３年連続で増加している。
　2018年は、野菜（葉茎菜類）、豚、鶏卵等において生
産量の増加から価格が低下したこと等により、前年に比
べ2,184億円減少し、９兆558億円（前年対比2.4％減）と
なっているが、引き続き高い水準を維持している。
　わが国の農業総産出額は、2010年まで減少傾向で推移
したが、それ以降、増減を繰り返しながらも緩やかな増
加傾向を維持している。しかし、10年以降における産出
額の変化を部門別にみると、畜産が増加傾向にあるほか
は、米、野菜、果実はほぼ横ばいで推移しており、農業
総産出額の増加に畜産が貢献していると言える（図１参
照）。

　都道府県別にみると、2018年における農業産出額の上
位５道県は、１位が北海道で１兆2,593億円（前年対比
1.3％減）、次いで鹿児島県が4,863億円（同2.7％減）、茨
城県が4,508億円（同9.2％減）、千葉県
が4,259億円（同9.4％減）、宮崎県が
3,429億円（同2.7％減）となっている。
　上位５道県における1968年（50年前）
から2018年の農業産出額の変遷をみる
と、全ての道県で米の割合が低下する
一方、北海道では野菜や生乳、茨城県
と千葉県では野菜や鶏卵、鹿児島県と
宮崎県では肉用牛やブロイラーが上昇
している。
　なお、農業総産出額は、農業生産活
動による最終生産物の品目ごとの生産
量に、品目ごとの農家庭先販売価格（消
費税を含む）を乗じた額を合計して求
めたものであり、当該農産物の販売数
量に応じて支払われた各種奨励補助金
のうち、農家庭先販売価格から分離可
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表１　畜産の産出額の推移
単位：億円

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

肉用牛 5,033 5,189 5,940 6,886 7,391 7,312 7,619

乳用牛 7,746 7,780 8,051 8,397 8,703 8,955 9,110

生乳 6,874 6,824 6,967 7,314 7,391 7,402 7,474

豚 5,367 5,746 6,331 6,214 6,122 6,494 6,062

鶏 7,239 7,842 8,530 9,049 8,754 9,031 8,606

鶏卵 4,204 4,638 5,109 5,465 5,148 5,278 4,812

ブロイラー 2,857 3,018 3,254 3,415 3,441 3,578 3,608

その他畜産物 496 536 595 634 657 730 731

畜産計 25,880 27,092 29,448 31,179 31,626 32,522 32,129

資料：農林水産省「生産農業所得統計」
　注）四捨五入の結果、各畜種の合計が「畜産計」にならない場合がある。


